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過程であると推定した｡ 第 2 のプロセスは, これにつづく14- 18時間の光照射によって確立されるが, こ
の段階に達すると原基形成はその後数十時間の暗処理を行なっても連続光下と同様に遅延なく進行するの
で, この過程は光による原基形成の加速, 促進過程であると推定した｡
また, この2 段階の光形態形成反応と核酸代謝の関係を論じ, 2 時間および16- 18時間の光照射により







論 文 審 査 の 結 集 の 要 旨
担子菌の子実体形成については, 生態学的研究や実用的見地からの実験は少なくないが, その機構につ
いての生理化学的研究はほとんどみられなかった｡
著者は広く担子菌を検索し, アミスギタケが, その子実体形成に光を必要とすること, および非常に培
養の容易な菌であることを見出した｡ その後, 人工培養条件の検討を重ね, その制御による子実体形成の
同調化に成功したので, この方法を駆使して本菌の子実体形成の光誘導機構の解明に焦点をおいて研究を
進めた｡
すなわち, 光が子実体形成の誘導, 発育の全過程に必要であること, 光感受性を示すのはもっとも活発
に分裂を行なっている細胞であること, 原基形成過程は 2 段階のプロセスをへて進行し, それぞれの過程
が核酸レベルにおいても確認されること, などを明らかにした｡
また光誘導の作用スペクトルにつき検討を加え, 有効波長が350-560nm の青色領域に分布し, 光反応
の受容器が少なくとも2つの色素に由来する可能性を示唆した｡
これらの研究は, 研究方法の開発を含め, 著者により初めて着手されたものが多く, その業績はこの分
野での先駆的なものと考えてよい｡
以上のように本論文は商学の発展に貢献するとともに, 生理化学, 光生物学の進歩にも寄与するところ
が極めて大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
-731-
